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霊的事実を知らせる人(創世記6:1-8)
たぶんノアの時代は、地球の歴史上、最高に豊かなときだったのではないかと思います。どれほど豊かなときだったのかと言いますと、神の民も神様を捨てて、その豊かさに流されるほどノアの時代は豊かで、わかりやすく申し上げると金持ちの時代でした。そして、彼らは、その肉体の裕福さ、豊かさこそが真の幸せであると信じ込んで、またそれが永遠に続くだろうと思っていました。ですから、そこに神様の救い、契約、神様ご自身などはまったく入る余地がないしいらない時代でした。彼らは自分たちの豊かさをもたらしてくれたと勝手に作り上げた偶像で十分だ、偶像崇拝に正解があるのではないかと地球全体が思うようになりました。偶像というのは、そのスタートが豊かさの神という意味なのです。これらを全部合わせてネフィリムと言います。ネフィリムという言葉を心に留めていただきたいと思います。神の民でさえ、神様、契約を投げ捨てて、豊かさの方に従っていくようになってしまいました。
その中でただ一人、ノアだけは違ったわけです。ノアだけは「違うよ。そうではないのに」と思う唯一の人だったのです。そのノアに神様が、もうじき大洪水によって地球が滅ぼされるので山のてっぺんに上って箱舟を作りなさいと言われるようになります。言われたとおりノアだけが山のてっぺんで箱舟を作ることになります。わかりやすく申し上げますと、キリストの運動を行うようになったということなのです。しかし、当時、世界最高の豊かさの中で、それが永遠に続くだろうと思われていたそのときに、箱舟を作りながら「違うよ」といっているノアがバカにされていたわけです。だから、箱舟を作るというのはバカ運動です。アホ運動なのです。ときには皆が豊かさに浸っていて、また堕落の道を走っていたときに、ノアは「違うよ。キリストでないのか」と言っていたので、「なに一人だけ偉そうに」と避難されたりということもありました。しかし、ノアはそれに揺れずに、黙々と言われたとおりに箱舟を作りました。それが完成したとき、神様がおっしゃったとおり、世の中の人々はまったく想像もしていないしできない大洪水がやってきて、その災によって全人類が滅ぼされることになってしまいました。これがノアの時代の話であり、また世の中の状態です。

そして、これはノアの時代だけに限る話ではありません。マタイ24：37-39のところを見ますと、イエス・キリストが来られる終末のときに、ちょうどノアの時代のようになってしまうよと言われているわけです。つまり、今現在の現場の状態がこのような状態なのだということを、いまを生きるクリスチャンの私たちはしっかりと心に留めて置かなければなりません。クリスチャンの私たちが、現場を正しく理解するための非常に大切な鍵がここにあるわけです。神様を離れてしまった、つまり、罪ある人々の状態がなにかということを正確に理解することによって、現場を正しく理解できるようになります。一言で申し上げると、神様を離れた現場は、時代がどう変わろうが、どこの国であろうが、エペソ2：1にあるように、自分の罪過と罪との中にあって死んでいたものであって、たましいのある人間が、そのたましいが死んでしまい、霊的に死んだ状態です。その結果、当たり前でしょうけれども、元々、霊的な存在だったのに、霊的知識がまったく麻痺してしまい、霊的に無知な状態になってしまいました。霊的な知識に対しては1％もありません。0％なのです。その結果、霊的な事実に対してまったく無知なので、結局、神を離れた罪人の場合に、肉体を中心にして生きるしかありません。それが100％なのです。しかし、私たちは生まれながらそのような状態で、そういう世の中を生きてきたので、それがごく自然で当たり前に思われるかもしれません。でも、これが実は神様を離れてたましいが死んでしまった結果、肉体を中心にして生きるしかありません。私たちはだいぶそれに染まってきて、いまもその名残りにだいぶ悩まされていると思います。それにまずしっかり目を留めないといけません。肉体を中心にして積み上げられること、それがどういう形、どういう結果になろうが、それは基本的に神様を離れてしまって、たましいが死んでしまった結果なのだということを、クリスチャンの私たちはまず理解しないといけません。ですから、基本的に肉体的な健康が人生を生きるための基本と思われているし、また、肉体の裕福さ豊かさこそが人生のテーマになるしかありません。
それから、肉体的に成功を収めること、それが人生の目標になるようになります。いまこのお話を聞きながらも、それのどこがおかしいのかと思うぐらいごく自然で、世の中はそれしかありません。肉体的な健康や裕福さ、また成功、それを全部合わせてわかりやすいい言葉で申し上げるとお金になるわけです。お金そのものが悪いという話ではありません。それは正しい理解ではありません。しかし、お金そのものが神になるわけです。聖書も、お金が悪いとは言いません。お金は必要な道具でしょう。でも、神を離れてたましいが死んでしまった結果、肉体しかないので、お金が神になり、お金を愛するようになり、お金に仕えるようになるしかないわけです。それで世の中、現場というところは、お金によってその人の能力が評価され、また幸せが天秤にかけられるようになるところなのです。あらゆる面での評価の基準が、結局、お金です。その結果、人々は、それが法に適うのか関係なく手段を選ばずにお金を手に入れようといろいろなことに走るわけです。保険金目当ての詐欺、また国と国との間の戦争も結局は、根底にあるのはそういうものではないでしょうか。あるいはそのお金を目当てにして一生懸命、頑張って真面目に汗をかく人もいます。でも、結局はお金なのです。運がついている、ついていないという話もすべてお金に関わるようになります。それでその豊かさ、裕福さ、お金を所有したのか、それを達成したのかなどによって勝ち組、負け組と分けて考えるようになってしまうわけです。これが世の中であり、現場であり、ノアの時代がノアの時代で終わるのではなくて、いまもずっと続いているということなのです。そこから生まれるものが偶像です。偶像は、この背景を持って誕生するわけです。肉体中心が100％であり、それと偶像崇拝が合体したものをネフィリムというわけです。つまり、ネフィリムというのはご存知のように、上から落ちてきたという動詞が名詞化された単語なのです。ネフィリムというのは、形がどうであれ、結局はサタンが完璧に支配してしまう世の中という意味なのです。そのようになっています。今現在の私たちが日々過ごしている現場というところをよく見つめて、クリスチャンの信仰の目で見てみるとこのような現場なのです。
そして、そこはだれも願ってもいないし、予想もしていないし、まさかと思うでしょうけれども、災いがやってくるし、最後の最後には、水ではなく火による審判が約束されているわけです。Ⅱペテロ3：12-13、また黙示録などに詳細にそれが預言されています。皆さんがクリスチャンとして現場で暮らしながら、現場をどのようにしっかりと正しく見ているかというのが勝利のすべてなのです。皆さんしかそのような目で見ることができる存在はいません。でも、クリスチャンの方々が、ノアの時代のように一緒に流されてしまうわけです。現場の姿を見てしっかりと目に焼き付けていただきたいと思います。日本の場合は、正月に皆行ってきたでしょうけれども、神社やお寺などに行って、そこにある祈願の内容などをよく見てみてください。調べてみてください。どういう内容なのか。そして、町ごとにいろいろな祭りがあります。伝統だ、文化だといろいろ言っていますが、それはそれでいいです。でも、その祭りが生まれて祭りが行われる背景何なのかをよく吟味して考えてみてください。すべて肉体を中心にして、繁栄や安全、安泰などを求めているものばかりなのです。小学生の子供たちに、これからどういう人になりたいのか、どういう仕事、職業がほしいのかというアンケートを取ると、まだそんなに豊かではなかった昔は、だいたい公務員とか学校の教師でした。なぜかというと、それが不安定な経済の状況の中で割と安定しているから、結局、話はそういう話なのです。でも、しばらく経って、少し豊かさを味わうようになりますと、子どもたちがなりたい第1の職業はプロ選手なのです。プロサッカー選手、プロ野球選手など。なぜなら、一番儲かりそうだからです。最近のなりたい職業第1は、ユーチューバーなのです。あまり苦労せずに結構、儲かっていると見られているからです。それが現場です。特別なお話ではありません。それが風潮であり、流れというものなのです。極端と思われるかもしれませんが、お金に笑い、お金に泣くところが現場です。残念なのは、教会でさえご利益主義に走り、またご利益を語らない限りは教会を維持できない時代になってしまいました。お寺や神社で願うようなもの、合格祈願や健康など、また、昇進して商売繁盛などに通じる教会でなければ、教会も成り立つことができない、まるでノアの時代のような現場であり現状なのです。ここで信者の私たちは、このような現場の中で現場を見ながら、謹んで気をしっかりとして、なにより霊的事実を思い出して、それを優先に黙想していかないといけません。創造主である神様は霊です。目に見えないしだれも認めていませんが、ヨハネ4：24にあるように、また礼拝の冒頭でいつも告白しているように、神は霊ですので、神を礼拝するものは霊とまことをもって礼拝しなければなりません。その創造主、神様によって造られた人間は、犬や猫のような動物ではなくて霊的な存在なのです。神のかたちに造られて、神様がその鼻に息を吹き込んで人間となられた特別な存在なのです。ですから、人間の幸せというのは物によってではなく、神様がともにおられることによります。サタンがイエスさまを誘惑するために来たとき、イエス様がマタイ4：4でおっしゃいました。人はパンだけで生きる肉体中心の存在ではない。神の口から出るひとつひとつのことばによって生きるものなのだと。人間は霊的な存在なのです。

そして、幸せに造られた人間をねたんで、悪魔、サタンというものが罪を犯すようにして、結局、人間を自分の支配下に置くようになりました。ヨハネ8：44。これが霊的事実です。金持ちであろうが貧乏であろうが関係なく、霊的事実なのです。健康な人でも精神的に病んでいる人でも、頑張っている人でも関係なく、すべての人が、罪を犯したので悪魔、サタンの支配下に置かれるようになりました。ですから、他には道がありません。神様が人を愛してイエス・キリストを送られて、このイエス・キリストこそが悪魔に打ち勝って、悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさったわけです。神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ち壊すためなのです。これが霊的事実なのです。十字架を絵で書くのが問題ではなく、そこで悪魔のしわざが打ち壊されたという霊的事実がわかっていないといけません。人間のまことの幸せというものは、この霊的事実に目が開かれて、それを心からアーメンと受け入れる気持ちになったとき、それでイエス・キリストを求める心になったときに、心が貧しくなることが幸せなのです。その人は必ず、受け入れた人々、すなわち、その名を信じたものには、神の子どもになる特権が与えられます。このイエス・キリストを心に受け入れることこそまことの幸せであり、そのときにヨハネ3：3にあるように、新しく生まれるようになります。神の国に入ることになり、このイエス・キリストを受け入れた人に対して、イエス様ご自身がおっしゃっています。「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」と。エペソ1：3、天にある霊的すべての祝福を与えられました。これが霊的事実なのです。アフリカにいようが、日本に住んでいようが、成績が上だろうがだめだろうが、そういうことによって、肉体中心によって左右されるものではなくて、霊的事実があります。信者は現場の中で現場をしっかりと見つめて、霊的事実を優先にして思い出すべきです。ノアのように。皆が豊かさを求めて、成功を求めて、肉体を中心にして右往左往している現場を見ながら、違うのに、霊的事実があるのにと思うことを信者、クリスチャンと言います。そうしながら信者は、現場の中で現場を見つめて、なるほど、自分がいまここに遣わされている理由が、霊的事実を知らせるためにこの現場に遣わされているのだということを意識して自覚さえすれば結構なのです。勉強のために、仕事のために、家庭生活のためになど、いろいろな理由でそこにいるのは間違いありません。しかし、信者は改めるわけです。それがメインではなくて、それはサブだ。私は肉を中心にして滅びることも知らずに右往左往しているこの現場に、霊的な事実を知らせるために遣わされているものなのだ。まことの幸せはそれではないということを知らせるために。つまり、ネフィリムに捕らわれている人々が、キリストの箱舟の中に入っていくことのために私がここに遣わされたのです。ネフィリムに捕らわれている現場に、ノアとして遣わされているものなのだという自覚が大切です。それさえあればなにもしなくても結構です。そこで現場を見ながら、その現場の中で自分はすでに先に箱舟の中に入っているものなのだということを味わっていれば結構です。それがまず味わえないのです。皆が肉体のゆえに、肉体的なテーマのゆえに思い煩い、ねたみ、不平不満に走り、ときにはそれがあるから高慢になり、また人を見下したり、あるいは劣等感に悩んでいる現場を見ながら、私は違う。そういうことと全く関係なく、私はキリストの箱舟の中にすでに入っているものなので、もうすでに幸せな者なのです。あなたがたには理解できない天にある霊的すべての祝福をいただいているものなのだということを味わっていればいいのです。

朝起きた途端に、私は告白します。私は十字架とともに死んだ。いまは私の中にキリストが生きていらっしゃる。聖霊が宿っている神の神殿だ。だから、天にある霊的なすべての祝福をいただいて、義と認められただけではなくて、栄光に富んだものになっている。だから、肉体のゆえに不安、思い煩い、心配、不平不満、言い訳、比較、競争、ねたみ、自慢、批判、主張、落胆、挫折、あきらめ、欲望、動機、傷、つまずき、試みなど、それは私のものではない。それは悪魔、サタンの枠に過ぎないものだ。それに右往左往しているところの中で皆さんは、彼らに理解できない幸せを心から喜んで味わって、悪魔のだましごとに振り回されていなければいいわけです。肉体的ななにかに引っかかったときには譲ってあげて、負けてあげればいいのです。そうするとバカにされるときがあるでしょう。あるいは、なにを自分だけ偉そうにと思われるときがあるかもしれません。それは耐えて、耐えて揺れることなくずっと箱舟の中にいる幸せなものを味わっていくことなのです。振り回されずに。気持ち的には、大学院生が幼稚園生を見ているかのような思いを持ち、お金によって泣いたり笑ったりしている人を見て、私は私を強くしてくださる方にあって、どんな境遇でも満ち足りる。それを歯を食いしばって、皆さんの感情に流されずに味わい続けるだけなのです。バカにされながらも味わい続けることだけなのです。
そして、ひとつだけ、いつか現場で神様が、ネフィリムに捕らわれている人々が洪水の災いに会って、箱舟の中に訪ね求めて来るようになるということを期待して、それを描いてイメージしながら、箱舟のドアを開けて彼らを迎え入れて霊的事実を正確に詳細に知らせる自分の姿をイメージしながら味わい続けることなのです。期待してください。必ず箱舟のドアをノックするときが来ます。皆が今は豊かさがああだ、こうだと酔いしれて酔いつぶれているでしょうけれども、災いに会ったとき、神様が愛している者は、そういう時刻表が与えられることによって、彼らの心が貧しくなり、キリストの箱舟を訪ね求めてくるときが必ず来ます。だから、皆さんは現場の灯台としてそこに遣わされているわけです。現場で問題がなにかを間違っている人々に、本当の問題の正解を伝えるもの、因果応報にとらわれて疲れている人々に、恵みの法則をおあかしする者、肉を中心にして混乱している人々に霊的事実を知らせる現場の灯台として、そこにしっかり立っていることを忘れないでください。
ですから、皆さんは、毎日現場に向かうとき、先に「信仰の宣言文」を宣言して現場に向かってください。今日も学校に行きながら、職場に行きながら、なにかのスケジュールのたび、私はネフィリムの現場で箱舟の運動のために、もうすでに箱舟の中に入っている者としての自負とプライドをもって現場に向かってください。肉体的なことはどうなるのでしょうか。神様はおっしゃっています。そういうことは、あなた方は気にしなくても良い。まず神の国とその義とを求めなさい。そうすれば、それらのすべては加えて与えられるものです。雀一匹も野の花も草も神様が養っているのではないのか。ましてや神の子どもである、ましてや現場の灯台として遣わされるあなたがたはどうなるのだろうということを覚えて、また体験して、ぜひおあかしするクリスチャンになっていただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。いま豊かさを求めて、あるいは豊かさに酔いしれている現場を見て、それが肉体中心であることを覚えてしっかり見つめて、霊的事実を優先に思い出し、その霊的事実を味わいつつ、現場の灯台として霊的事実を知らせるものとして成功できるようにひとりひとりを導いてください。また、感謝して祈ることができるようにひとりひとりを主が顧みてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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